
  

 

 

 法人念願のわかば園改築工事が令和 7年 10 月末に完成し、11月から新園舎を利用した生活が始まりました。 

 さて、令和 7年度の事業活動会計は、改築工事に施設整備等補助金として 1億 2,240 万円を頂き、施設整備

等寄附金、施設整備借入金で対応することができました。今後、借入金の返済が残りますが、事業活動の収支

活動は概ね順調ですので、返済も可能とみております。 

各事業所の活動状況はホームページでご覧ください。 

  

 

   

 

 

  

 

 

猛烈な暑さが続いています。皆様、お変わりございませんか。昨年６月から、事業者に対する熱中症対策が

義務化されています。私たちの職場も例外ではありません。危険な熱中症から利用者様を守るため、必要な対

策をとってまいります。 

「わかば園」では、園舎周辺のネットフェンス張替えが完了し、安全面に加え景観もよくなりました。工事に

先立って、就労継続支援Ｂ型事業の利用者様により樹木の剪定等を行いました。今後は、利用者様はもちろん

地域の皆様方にも園庭を活用していただき、より一層交流を図ってまいりたいと考えています。   生活介護

事業においては、新年度からリーダー２名体制となりました。大きな責任を真正面から受け止めていただいた

両リーダーに感謝です。Ｂ拠点においては、昨年末から課題としてきた「ヘルパーステーション バディ」の事

業運営について、利用増加による収支改善が見えてきました。潜在ニーズの掘り起こしなど、先頭に立って奮

闘していただいた管理者はじめ職員の皆さんありがとうございました。引き続き利用者様の社会参加促進のた

め、事業の充実と拡大を図ってまいりましょう。また、Ｂ拠点の施設整備について本格的に検討を始める時期

にきています。「てくてく」「ぷくぷくほーむ」とも利用者様が安全安心にご利用いただける環境を整えること

が大切です。各利用者様の特性やニーズに応じた施設とはどのようなものか、保護者の皆様方や行政の力もお

借りし考えていきたいと思っています。これについては、次期中・長期事業計画に盛り込んでまいります。「フ

ァミリア」については、事業の安定運営のため休日弁当代の負担増をお願いしました。今後は朝食提供のあり

方など、利用者様にさらに満足いただけるサービスの提供に努めてまいります。 

最後になりましたが、いつも当法人の事業運営にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。引

き続きご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

令和 8年 4月 1日の朝日新聞朝刊の読者投稿欄に知的障害のある子どもを育てている親の声が掲載されまし

た。その一部を紹介します。 

 

 ・・・私のなき後、「安心・安全な場所で見守ってもらい生きてほしい」「生きていてうれしい。幸せと思え

る時間を少しでも持っていってほしい」という希望があります。皆さまには、お互いに認め合い、思いやりと

あたたかなまなざしを注いでほしい。共生の輪が広がってほしいと思います。 

親なき後を考え、障害者のグループホーム建設を目標に動き出しました。・・・ 

 

国の福祉財政が伸びているなか、国は利用者の入居施設の生活から地域での生活へと施策を変換している現

在、入所施設が建設される見込みはないでしょう。自分たちが動かねばグループホームはできないでしょう。

それには志を同じくする仲間が必要です。思いを発信し、同調してくれる仲間を集めることです。 

令和 8年度の年頭の目標ではないでしょうか。 
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平素はわかば園の活動にご理解、ご協力を頂き誠にありがとうございます。前年度わかば園の改築後、気に

なっていました外溝フェンスを新しく張り替え、地域の皆様にも季節の花を楽しんでいただけるようフェンス

に花の鉢を飾りました。 

4 月からは就労継続支援 B型に新たに 2名の利用者様をお迎えし、毎日元気に作業に取り組んでおられます。 

喫茶ライムでは新メニューが加わり、ご好評をいただいています。皆様のご来店を心よりお待ちしております。 

作業では畑を再開し、野菜の収穫が始まりました。また、梅干し作りにも挑戦しています。 

4 月には生活介護・就労継続支援 B型合同でグリーンベルトへお花見に出かけ、春の訪れを楽しみました。 

6 月には、ばんたん親善運動会に参加しました。昨年は苦戦した玉入れも、今年はたくさんの玉を入れること

ができ、笑顔あふれる一日となりました。 

生活介護では喫茶ライムで食券を自分で購入し、ランチとデザートを味わいました。 

また、生活介護では玄関に七夕飾りを設け、利用者様の皆さんの願いを込めた短冊が風にゆれています。7 月

には、夏祭りを開催し盛り上がりました。これからも利用者様の皆さんが笑顔で過ごせる環境づくりと、地域

とのつながりを大切にしながら活動を続けてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご家庭の事情でひと時の安心した生活の場の望まれる皆様のお力になってきました。最近は共働きの家庭も

多くなり、勤務の都合上利用される方もいらっしゃいます。冠婚葬祭の関係で利用される方もいらっしゃいま

す。親元を離れた場での生活体験を通して、生活力を高められた方もいらっしゃいます。ぷくぷくほーむの利

用を気軽に相談をかけて下さい。 

 

 

 

 ヘルパーステーション バディでは、障害者の皆様に自分の力や経験を活かしながら少しでも豊かな生活を

して頂く支援を行って来ました。日曜日に移動支援を利用してイオンに出かけ、昼食をとる。自分の目でサン

プルを見て、「おいしそうだな。今日は〇〇を食べたいな。」と選択した食事は、香りも味も違ってきます。

人が行きかうホールで食事が届くまでのざわめきを聞くのも楽しいひと時です。 

 ヘルパーステーション バディの支援事業を利用頂き、街へ出ていきましょう。お手伝いさせていただきま

す。利用者様も増えてきました。 

  

 

 

「あさがお」の花がきれいに咲き、子ども達と一緒に夏の訪れを感じています。日々の水やりや観察を通し

て、植物の成長を楽しみながら大切に育てています。七夕の活動では、短冊にそれぞれの願い事を書きました。

「お医者さんになりたい」「焼きそばつくりをがんばる」など、子ども達の夢や目標が込められた素敵な短冊が

並びました。また、創作活動では、天井いっぱいに広がる天の川作りにも取り組みました。子ども達が協力し

て作った天の川は、事業所を華やかに彩り、季節の行事を楽しむことができました。 

また、外食マナーの体験として「喫茶ライム」へ出かけました。食券の買い方や食事中のマナーを実際に活

動しながら、楽しい時間を過ごしました。普段とは違う環境の中で、子ども達の成長や新たな一面を見ること

ができました。 

これからも、季節の行事やさまざまな体験活動を通して、子ども達が楽しみながら学び、成長できる場を大切

にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛夏の候、皆様にはお変わりなくお過ごしのこととお喜び申し上げます。日頃より、グループホームファミ

リアの運営にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

 今年の夏も暑さが厳しくなる事が予想されますので、体調管理と水分補給等に十分配慮しながら、安心して

暮らしていただける環境づくりに職員一同努めて参ります。 

 また、地域の皆様と交流する機会を増やし、たくさんの方にグループホームファミリアを知っていただき、

理解いただく事で、入居者の皆様が「ファミリアで暮らしてよかった」と感じていただけるグループホームを

目指してまいります。今後とも変わらぬご支援、ご指導の程、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

「相談支援事業所ぱいろっと」は「赤穂市社会福祉協議会相談支援事業所」と「さんぽみち」と一体的管理

運営のための協定書の締結が終わり、令和 8年 5月より協働体制がスタートし、同時に地域生活支援拠点の登

録も完了しております。地域生活支援拠点とは、障がいのある方の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、

相談支援や緊急受け入れ、体験の場の提供など 5つの機能を地域に整備し、住み慣れた地域で安心して暮らし

続けられるよう地域全体で支える仕組みです。先日ある会議で、介護者であるご家族の一人が事故で急に入院

する事になり、とても困ったというお話をお聞きしました。これはどのご家族にも起こりうる事ですが、不測

の事態に備えるという事は皆さん考えておられるとは思いますが、いざ現実に起こった時に、慌てずに対処す

るという事はとても難しい事だと思います。日頃から相談窓口を明確にして、連絡の優先順位なども確認しな

がら、地域で安心して生活出来るように、赤穂市を中心に地域全体で支えていける体制作りができればと思い

ます。 

 

 

わかば園（生活介護・就労継続支援 B型） 管理者 仲千恵子 てくてく(放課後等デイサービス) 管理者 藤田真紀子 

あ さ が お 七夕飾り 外食マナー 

喫茶ライム  

人気の新メニュー チキン南蛮 
ばんたん親善運動会 玉入れ 利用者様創作 壁画 

ファミリア（共同生活援助） 

管理者 前田康裕 ぱいろっと(相談支援) 

管理者 前田康裕 

ぷくぷくほーむ（短期入所・日中一時） 管理者 吉川愛基 

ヘルパーステーション バディ（行動援護・同行援護・居宅介護・移動支援） 管理者 吉川愛基 


